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長野よりも熱く燃えた！？

～第2回スノーチュービング

　　日本選手権大会inベルナテイオ～

走
れ
走
れ
！
浦
島
太
郎
と
親
ガ
メ
子
ガ
メ

　3月1日（日）、当問高原リゾートベルナティオの特設ゲレンデを会場に第

2回スノーチュービング日本選手権大会が開かれました。

　当日は雨まじりの天候にもかかわらず、タイムトライアル部門に110人、

パフォーマンス部門に6組22人、計132人が出場しました。

　いまだ長野オリンピックの興奮さめやらぬ中、参加者は表彰台を目指し

て、時にはチューブを抱えながらゴールに駆け込んでいました。競技の結

果、タイムトライアル部門では阿部公彦くん（新座2・小学生の部）、宮沢

知江子さん（城之古東町・女子の部）、佐藤一雄さん（中条島「・男子の部）

が優勝。パフォーマンス部門では関取りに扮した「ベルナディオのコスモ

ス」チーム（宮沢セイさんほか）が優勝を手にしました。パフォーマンス

部門ではこのほかに浦島太郎、雪まつりのキャラクター・ネージュなどが

登場。愛らしい姿に観衆から大きな拍手が送られていました。

毒

勢いよくスタートダッシュ！
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犯
協

　
十
日
町
市
防
犯
協
会
設
立
総
会
が
2
月
2
6
日
㈱
、
市
役
所
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
総
会
で
は
、
協
会
規
約
の
承
認
に
続
き
役
員
・
顧
問
の
選
任
が

行
わ
れ
、
会
長
に
本
田
市
長
が
、
副
会
長
に
樋
口
熊
蔵
中
条
地
区
自
治
防

犯
協
会
長
、
監
事
に
宮
沢
幹
夫
水
沢
地
区
防
犯
連
絡
協
議
会
長
・
福
崎
正

幸
六
箇
地
区
防
犯
連
絡
協
議
会
長
の
2
人
が
、
ま
た
顧
問
に
金
子
十
日
町

警
察
署
長
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
防
犯
協
会
で
は
、
今
後
1
3
の

各
地
区
防
犯
連
絡
協
議
会
、
十
日
町
警
察
署
、
行
政
が
連
携
を
密
に
し
な

が
ら
、
犯
罪
の
未
然
防
止
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
警
察
で
は
、
最
近
の
社
会
構
造
の

急
激
な
変
化
が
犯
罪
、
少
年
非
行
、
風
俗
環

境
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
県
民
生
活
に
不

安
を
与
え
、
従
来
の
防
犯
連
絡
所
制
度
で
は

こ
れ
ら
の
変
化
に
対
応
し
き
れ
な
く
な
っ
た

と
し
て
、
平
成
4
年
か
ら
新
制
度
へ
の
移
行

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
新
制
度
で
は
、
各
町
内
ご
と
に
自
治
防
犯

会
長
を
、
ま
た
交
番
・
駐
在
所
・
旧
町
村
単

位
に
防
犯
連
絡
協
議
会
を
設
置
し
、
そ
れ
を

ま
と
め
る
組
織
と
し
て
市
町
村
ご
と
に
防
犯

協
会
を
組
織
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
も
今
回
の
防
犯
協
会
設
立
に

先
立
ち
、
昨
年
4
月
か
ら
中
条
・
下
条
地
区

な
ど
、
既
に
防
犯
連
絡
協
議
会
が
設
置
さ
れ

て
い
る
地
区
を
除
く
各
地
区
振
興
会
（
市
街

地
は
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
）
を
単
位
に

防
犯
協
議
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
協
議

会
設
置
に
よ
り
、
各
地
区
振
興
会
単
位
ご
と

に
防
犯
活
動
の
拠
点
が
置
か
れ
た
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
防
犯
協
会
の
役
目
は
、
各
地
区
振
興
会
単

位
に
設
置
さ
れ
た
防
犯
連
絡
協
議
会
の
ま
と

め
役
、
連
絡
調
整
役
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
今
回
の
総
会
の
中
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
と

な
る
月
別
事
業
計
画
が
提
示
さ
れ
、
各
地
区

防
犯
連
絡
協
議
会
で
は
3
月
中
に
独
自
の
事

業
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
自
治
防
犯
会
長
の
プ
レ
ー
ト
が
市
街
地

を
除
く
全
町
内
分
、
各
協
議
会
に
配
布
さ
れ

ま
し
た
。
自
治
防
犯
会
長
は
各
町
内
の
防
犯

連
絡
所
・
防
犯
啓
蒙
の
役
目
を
担
い
ま
す
。
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〈グラフ2〉罪種別非行少年の数
　　　　　　　　　　　　　（十日町署管内）

〈グラフ1〉非行少年の年次別推移（＋日町署管内）
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　　　年次別
区分 5年 6年 7年 8年 9年

刑法犯少年 45 26 77 64 104

特別法犯少年 3 2 0 0 1
計 48 28 77 64 105

県　内 3，356 3，443 3，417 3，787 4，655

　
昨
年
5
月
、
神
戸
市
須
磨
区
で
中
学
生
に

よ
る
小
学
生
の
殺
人
・
死
体
遺
棄
事
件
が
発

生
し
、
国
民
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
に
入
っ
て
1
月
に
は
栃
木
県

黒
磯
市
で
中
学
生
に
よ
る
ナ
イ
フ
を
使
っ
た

女
性
教
諭
の
刺
殺
事
件
が
、
2
月
に
は
東
京

江
東
区
で
警
察
官
を
ナ
イ
フ
で
襲
う
と
い
う

事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
新
聞
の
社
会
面
に
は
毎
日
と
い
っ

て
い
い
ほ
ど
少
年
に
よ
る
凶
悪
事
件
の
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
記

事
の
中
に
出
て
く
る
言
葉
「
ム
カ
ツ
ク
」
「
キ

レ
ル
」
な
ど
、
こ
の
言
葉
か
ら
推
測
で
き
る

の
は
い
か
に
事
件
が
衝
動
的
で
突
発
的
な
犯

行
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
っ
た

い
今
、
少
年
た
ち
の
心
の
中
に
な
に
が
起
こ

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
非
行
に
走
り
そ
う
な
子
供

た
ち
は
そ
れ
ら
し
き
兆
候
を
示
し
、
あ
る
程

度
の
予
測
が
つ
い
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
今
は
、
非
行
歴
も
な
く
全
く
普
通
に
見
え

る
子
供
が
、
あ
る
日
突
然
キ
レ
て
殺
人
や
強

盗
な
ど
の
重
大
な
事
件
を
い
と
も
簡
単
に
引

き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　
幸
い
、
市
内
で
は
こ
の
よ
う
な
凶
悪
事
件

は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
少
年
の

犯
罪
は
市
内
で
も
確
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
ー
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
十

日
町
警
察
署
管
内
で
は
平
成
6
年
に
減
少
し

た
非
行
少
年
の
数
が
7
年
に
は
激
増
、
8
年

に
若
干
減
少
し
た
も
の
の
、
9
年
に
は
ま
た

大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
2
の
罪
種
別
で
は
、
窃
盗
犯
が
全

体
の
8
9
・
5
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
の
窃
盗
犯
の
う
ち
74
・
5
％
が
万
引
き
で

す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
出
来
心
で
は
済
ま
さ
れ

な
い
万
引
き
。
万
引
き
は
れ
っ
き
と
し
た
刑

法
犯
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
非
行
少
年
に
占

め
る
女
子
の
割
合
が
5
0
・
5
％
と
、
県
内
平

均
の
32
・
9
％
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
と

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
に
は
示
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
学

職
別
に
見
る
と
高
校
生
が
6
9
人
（
6
5
・
7
％
）
、

中
学
生
が
1
4
人
（
1
3
・
3
％
）
、
小
学
生
が
1
0

人
（
9
・
5
％
）
、
そ
の
他
有
職
・
無
職
少
年

等
が
1
2
人
（
1
1
・
5
％
）
と
な
り
、
非
行
の

中
心
は
高
校
生
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
小
学
生
が
1
0
人
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

に
も
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　
地
域
の
宝
物
で
あ
る
子
供
た
ち
が
簡
単
に

キ
レ
る
こ
と
な
く
健
全
に
育
つ
こ
と
の
で
き

る
環
境
づ
く
り
は
、
地
域
に
住
む
大
人
た
ち

の
役
目
で
す
。
そ
ん
な
意
味
か
ら
も
、
今
回

設
立
さ
れ
た
十
日
町
市
防
犯
協
会
の
役
割
は

重
要
で
す
。
今
後
の
各
地
区
協
議
会
、
警
察

署
、
行
政
に
よ
る
三
位
一
体
と
な
っ
た
各
種

防
犯
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　学地

　　　醐…欝写
　中条地区自治防犯協会の設立は、昭和62年7月で

す。きっかけは、自主的に地区の防犯活動を行える

組織を作れないかという行政と警察からの指導があ

ったからです。設立から3年間は地区振興会から経

費を捻出しましたが、その後は戸当たりに会費を徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
し
織
動
れ
広
ま

　
　
　
　
　
　
し
営
組
活
さ

　
　
つ
作
ら
出
運

条
き
を
か
捻
て
会
直
選
事
を
研
地
で
室
動
か

　
　
　
　
　
　
　
し
協

　
　
　
　
つ
費
収
　協会の組織は顧問、常任委員、運営委員で構成さ

れ、直接活動に当たる運営委員は地区17町内から各

1人選出されています。そして、運営委員17人は総

務・事業・広報の3部会に割り振られ、それぞれの

活動を行います。総務部会では年1回のミニ公開ケ

ース研究会、公民館・地区福祉会・青少年育成協議

会・地区交通安全協会と合同で行う研修会が、事業

部会では自転車教室、夜間パトロール、夜間交通安

全教室などが、そして広報部会では総務・事業部会

が活動した内容などを分かりやすく紹介する広報紙

「あかるいなかじょう」を年4回発行しています。

　私たち協会の活動基本は「学・家連携」です。小・

中学校からの、家庭を中心とした指導や教育が大切

だと考えています。また、「自分の子供を良くするに

は隣近所の子供を良くする。隣近所の子供を良くす

るためには地域を良くする」という考え方が大切な

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
か

　
良
良
う
導
人
基

　
　
　
　
よ

ま
供
域
し

　
　
　
　
で

　
　
　
　
い

　
　
　
　
な

　
　
　
　
は

　
　
　
　
で
行
地

　
　
　
　
の

行政や警察の指導は受けますが、防犯活動の主体

は地域です。金も人も含めて、いかに地域が責任を

もってやれるかが基本だと思います。
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1

コ
　
ー
　
　
ス
　
学
　
　
習

焼　き　も　の 日常の器をつくり、潤いのある暮らしを見つけます。

美　　　　　術 水彩画、油絵、イラストの技術を学びます。

シネマ＆ビジュアル
液晶ビジョンによる映画鑑賞や、オリジナルのビデオ作
品を制作します。

パ　ソ　コ　ン パソコンの操作、マルチメディア、インターネットなどを学びます。

エンジョイクツキング 調理実習を通して、健康を守る食生活を考えます。

エンジヨイ
　インダリツシュ

初級の英会話を学びます。

手　　　　　話 手話の基礎を学習し、手話を必要とする人への理解を深めます。

写　　　　　真 撮影、現像などの基礎を学びます。

自　治　会　活　動
新人歓迎会、サマーキャンプ、公民館まつり、クリスマスパ
ーティー、雪像づくりなど楽しい行事がたくさんあります。

、
灘
灘

賦
灘灘宙

　　瀞鳴灰榊讐
縄

　　播 螺

、
學
聯
四
肺
蔚
椚
嚇

繹　　
　
成
月
日
歳
5
0
日

　
　
　
平
4
十
3
0
2
，
十

階
濃
場
象
魂

　
　
　
期
開
会
対
経
問

　
　
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■
　
　
■

鞭劉募集
4月～11年3月

休）午後7時～

公民館

の独身青年男女

（教材費等は自己負担）

公民館（盈57－5011）

青少年ホーム「受講生」募集
　　～若さ輝くとき、あなたも自分自身を磨きませんか～

鰯

灘
■受講資格…18歳～30歳までの勤労青少年男女。

■申込み…3月16日（月）から受け付けます。定員になり次第締め切ります。

　　　　申込み時に保険料500円と利用者協議会費500円をいただきます。

■合同開講式…4月13日（月）午後7時～　勤労青少年ホーム

■問合先…勤労青少年ホーム（学校町1盈57－8918）

．
懸

灘
　謂議曝

　
甲

コ　ー　ス 長　　　期　　　コ　　　ー　　　ス 中期函一ス 鐙覇　黎　一　ス

講　座　名 花　　　道 茶　　　道 料理　A　　　料理　B 着物藩慰緋 硬式緩義蝋靭繍 羅灘図鍵タス

期　　　闇 4月～3月 4月～3月 4月～3月 4月～12月 5月～8月 4月～7月

回　　　数 21回 38回 19　回 24回 12回 13回

曜　　　日 主に第2・4木曜 月曜日 第1・第3水曜　　第2・第4水曜 金曜日 月曜日 月曜日

時　　　間 19：00～21二〇〇 18二30～20＝30 18＝30～20＝30 19＝00～21二〇〇 19二30～21二30 19＝30～21＝30

募集人員 20人 15人 15人　　　　　　15人 15人 30人 20人

場　　　所 講　習　室 和　室 料　理　室 和　室 市民体育館 軽運動場

教材　費 月額3，000円 年額10，000円 月額1，200円 9か月10，000円 4か月2，500円 4か月2，500円

講師（敬称略） 富井美知子 徳永久美子 高梨泰子 丸山幸枝 樋熊信夫 大口悦子

恭
用
区
域
が

　
　
　
　
広
が
り
ま
す

　
3
月
31
日
か
ら
、
次
の
区
域
で
下

水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■
供
用
開
始
町
内
　
次
の
町
内
の
そ

れ
ぞ
れ
一
部
区
域
で
す
i
稲
荷
町

3
本
通
り
、
丸
山
町
、
西
本
町
1
、

城
之
古
1
・
3
、
四
日
町
新
田
2
・

3
、
新
座
1
・
2
・
3
、
田
川
町
1
・

2
・
3
、
南
新
田
町
3
、
本
町
7
1

1
・
2
、
三
和
町
、
新
宮
1
・
2
、

水
沢
3
、
馬
場
1
・
3
・
4
、
土
市

2
・
3
・
4
・
5
、
太
田
島
1
・
2
、

珠
川
、
幸
町

■
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
①
台
所
、
風
呂
場
な
ど
か
ら
出
る

汚
水
を
下
水
道
に
流
せ
る
よ
う
に
改

造
し
て
く
だ
さ
い
。

　
②
浄
化
槽
は
で
き
る
だ
け
早
く
下

水
道
に
切
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
汲
み
取
り
便
所
は
3
年
後
の
平

成
1
2
年
3
月
3
0
日
ま
で
に
水
洗
便
所

に
改
造
し
て
く
だ
さ
い
。

　
③
建
物
を
新
築
し
た
り
、
増
改
築

で
便
所
を
改
造
す
る
と
き
は
、
水
洗

便
所
で
な
い
と
建
築
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

■
供
用
開
始
区
域
の
縦
覧

日
程
　
3
月
1
9
日
㈱
～
2
7
日
樹

場
所
　
下
水
道
課
（
十
日
町
市
下
水

　
　
　
処
理
セ
ン
タ
ー
内
）

萄現日62月12年　成平（〈水洗化普及率〉

処理区域 対象棟数 接続棟数 水洗化率（％）

中央第1処理分区 2，573 2，466 96．6

中央第2処理分区 1，680 1，544 91．9

川治処理分区 1，184 838 70．8

新座大井田処理分区 269 87 24．9

公共黍蘇道奮謙 5，74玉 4，9鞠 舗。癒

特定環境公共下水道 389 180 46．3

吉田北部地区
　（農業集落排水） 388 344 88．7

㈱
下
水
道
事
業
は
公
共
下
水
道
、

　
特
定
環
境
公
共
下
水
道
、
農
業

　
集
落
排
水
の
3
事
業
で
進
め
て

　
い
ま
す
。

下
水
道
指
定
工
事
店
制
度
が

緩
和
さ
れ
ま
す

　
今
年
4
月
1
日
付
け
で
、
下
水
道

指
定
工
事
店
規
則
の
制
約
が
大
幅
に

緩
和
さ
れ
、
新
潟
県
内
に
営
業
所
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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、

ー
嚢
ザ

　
燃鰹

，柵

響
～
、
生
活
課
窓
口
で
す

餐

窓
ロ
か
ら
の
お
願
い

3
月
、
4
月
は
窓
口
が
大
変
混
雑

し
ま
す
。
証
明
書
の
発
行
に
多
少
時

間
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
休
日
前
、
休
日
明
け
、
昼

休
み
時
問
は
特
に
混
雑
し
ま
す
。
都

合
の
つ
く
人
は
他
の
時
間
に
ご
来
庁

く
だ
さ
い
。
待
ち
時
問
が
少
な
く
て

す
み
ま
す
。

ー
ナ
ー
で
、

し
や
戸
籍
謄
抄
本
の
申
請
が
で
き
ま

す
。■

設
置
場
所
　
市
役
所
当
直
室
（
庁

　
舎
裏
の
職
員
玄
関
入
口
で
す
）

■
受
付
時
間
　
平
日
”
午
後
5
時
1
5

　
分
～
1
0
時
、
土
・
日
曜
日
・
祝
祭

　
日
H
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
1
0
時

■
申
請
の
で
き
る
人

①
戸
籍
・
除
籍
・
改
製
原
戸
籍
の

謄
抄
本
H
本
人
、
直
系
親
族
（
夫
、

妻
、
子
、
孫
、
父
母
、
祖
父
母
）

②
住
民
票
の
写
し
”
本
人
、
同
一

休
日
・
夜
間
の

　
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

休
日
・
夜
間
専
用
の
サ
ー
ビ
ス
コ

　
　
　
　
い
つ
で
も
住
民
票
の
写

議　　湾蒔に
　　≠馨お出かけください術

平成10年第1回鍵例市議会
　会期　3月6日囲～24日㈹

第1回定例市議会が開催されています。

3月11日以降の本会議日程をお知らせします、大

勢の皆さんがら傍聴にお麟でくださるようお願恥

します。

　　口本会議　3月2鯛働・麗日鵬）・雛日㈹

　　　　　　3日間とも午前1◎時開会

　　　　　　20日・23日は一般質聞です。

　
世
帯
員

■
用
意
す
る
も
の
　
①
印
鑑
②
8
0
円

切
手
か
現
金
（
郵
送
料
）
③
手
数
料

（
除
籍
・
改
製
原
戸
籍
の
謄
抄
本
は

7
5
0
円
、
戸
籍
謄
抄
本
は
4
5
0

円
、
住
民
票
の
写
し
は
3
0
0
円
）

■
証
明
書
の
交
付
方
法
　
申
請
日
の

翌
日
に
発
行
し
本
人
宛
に
郵
送
し
ま

す
。
た
だ
し
、
翌
日
が
休
日
の
時
は

休
日
明
け
に
な
り
ま
す
。

本
人
か
同
一
世
帯
員
に
限
り
、

票
の
写
し
の
電
話
に
よ
る
予
約
が
で

き
ま
す
。
金
曜
日
に
予
約
す
る
と
土
・

日
曜
日
に
当
直
室
で
お
渡
し
し
ま
す
。

目
問
合
先
　
市
民
生
活
課
・
市
民
係

（
盈
5
7
－
3
1
1
1
内
線
鵬
・
劇
）

住
民
票
の
電
話
予
約

開
庁
時
問
内
に
来
ら
れ
な
い
人
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
民

質　問　者 質　　問　　事　　項

20

日
㈹

桑原貞芳議員 ・広聴行政　・教育行政

庭野政義議員 ・21世紀の街創り

太田　享議員
・ニューにいがた里創プラン
・農政問題

庭野茂美議員 ・十日町市環境計画策定

水落清一議員 ・地域経済対策　』人材育成

23

　
日
　
㈲

大島広栄議員
・減反問題　・除雪問題
・教育行政

宮嶋正一議員
・道路ネットワークづくり
・保育所の統廃合

・十日町市の防災対策

尾身隆一議員
・ニューにいがた里創プラン
・融資制度の改善

根津東六議員
・駅西、西本町区画整理事業の
実態

・産業、経済に関する行政対応

樋口利明議員
・新年度！十日町市民が元気に

なる教育、産業、文化、行革

／あ
れ
ば
指
定
店
と
な
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
資
格
要
件
の

あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
責
任
技
術
者
が
、
1
人
以
上
専
属

　
し
て
い
る
ヒ
と
。

②
工
事
の
施
工
に
必
要
な
設
備
・
機

　
材
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

③
そ
の
他
不
適
格
事
項
に
該
当
し
な

　
い
こ
と
。

　
新
規
指
定
工
事
店
の
登
録
受
け
付

け
は
後
日
、
市
報
と
お
か
ま
ち
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
既
に
指
定
を
受
け
て
い
る

工
事
店
は
、
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る

指
定
書
の
有
効
期
限
ま
で
引
き
続
き

指
定
工
事
店
と
み
な
し
ま
す
。

4
月
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
が
、
4
月
か
ら

月
額
1
万
3
千
3
百
円
（
5
百
円
増
）

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
付
加
保
険

料
は
月
額
4
百
円
で
変
わ
り
ま
せ
ん
。

■
便
利
で
お
得
な
「
前
納
制
度
」

　
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
大

変
お
得
で
す
。
1
年
間
前
納
し
た
場

合
と
毎
月
納
付
し
た
場
合
と
で
は
、

こ
ん
な
に
違
い
ま
す
。

定
額
保
険
料

　
　
の
場
合

定
額
と

付
加
保
険
料

　
　
の
場
合

毎
月

納
付

1
5
9
、
6
0
0
円

1
6
4
、
4
0
0
円

－
年
間

前
納

1
5
5
、
7
5
0
円

1
6
0
、
4
3
0
円

割
引
額

3
、
8
5
0
円

3
、
9
7
0
円

　
前
納
を
希
望
す
る
人
は
、
3
月
31

日
㈹
ま
で
に
市
民
生
活
課
・
国
民
年

金
係
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
9
年

度
以
前
か
ら
前
納
し
て
い
る
人
は
、

前
納
者
扱
い
に
な
り
ま
す
の
で
申
し

込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
保
険
料
は
納
め
ま
し
た
か

　
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
商
工
業

者
・
農
業
者
な
ど
の
自
営
業
者
や
、
．

学
生
は
「
第
1
号
被
保
険
者
」
と
な

り
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料

を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
受

給
で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
な
い
か
確

認
し
、
3
月
中
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
は
口
座
振
替
で

　
保
険
料
の
納
付
は
確
実
で
便
利
な

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
毎
月

の
納
め
る
手
間
を
は
ぶ
く
だ
け
で
な

く
、
一
度
の
手
続
き
で
毎
年
自
動
的

に
継
続
さ
れ
ま
す
。

　
手
続
き
は
、
皆
さ
ん
の
預
金
口
座

の
あ
る
金
融
機
関
・
郵
便
局
の
窓
口

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
　
市
民
生
活
課
・
国
民
年

　
金
係
（
智
5
7
－
3
1
1
1
内
線

　
m
・
齪
）

平成10年3月10日号5



　　
』

　　「』　一　『一一

私たちの芝居を見てください。

　　メンバー募集中です。

舞台の上に立ってみませんか、とても気持ちがいいですよ
このコーナーでは、登場していただくサークルを募集しています．

問い合わせは企画人事課広報広聴係暦57－3111内線213へ。

　また、舞台のセットを作ったり、音響・照明のセッティ

ング、小道具や衣裳の準備など、みんなで作り上げていく

おもしろさや、参加してみて初めて分かることの多さに驚

きます。日常では決して味わうことのない世界を体験する

ことができます。舞台の上から見る演劇もまた格別です。

　今年の9月にはW・シェークスピアの「夏の夜の夢」を

十日町市民会館で上演します。黙やって楽しく、観て楽しい

芝居作り”を目指してきた「どたんば」にとってはうって

つけの芝居であり、この夢の世界ともいえるスペクタクル

をたくさんの人たちから見てもらいたいと思っています。

皆さん、ぜひ来てください。

　キャスト・スタッフを随時募集していますので、興味の

ある人は野上隆一（盈57－4930）までご連絡ください。毎

週火・金曜日の週2回、十日町市民会館で午後7時30分よ

り練習しています（よかったら遊びに来てください）。

　私たちは「演劇が好き、興味がある。裏方をやってみた

い…」などといった面々が集まってできた団体です。メン

バーは現役の高校生から40代のお父さんまでと幅広く、市

内だけでなく小千谷・六日町からも来ています。演劇経験

者もいますが、ほとんどの人がこの劇団に入ってはじめた

　　叢、繋嚢．鰯購．ロがやったものをそのまま上

　鷺　・1臼　　　難　　演するのではなく、自分たち

練習風景です　　　　　　は、オリジナルの台本で上演

　　　　　　　　　　　　したいと思っています。

●
馨
慧
難
覆
蟹
毒
雛
馨
輪
鯵
輪
》
盤
鷺
懸
灘
霧
総

麟纒灘罐雛㊤鱒

川一醐、
o⑬

材　料（4人分）

エビ…8尾￥合い挽き肉…50g
ジヤがイモ…2個￥タマネギ…％個
卵…1個．サラダ油…大さじ1
小麦粉・パン粉…適宜
塩・こしょう…適宜
ケチャ・．ソブ…大さじ2

マヨネーズ…大さじ4

付け合わせ｛裁訟縄固

　
　
エ
ビ
コ
ロ
ッ
ケ

襯
　
　
揚
げ
た
て
の
エ
ビ
コ
ロ
ッ
ケ
は

　
大
好
物
。
つ
ま
み
に
も
最
高
￥
男

嚇轡
性
の
皆
さ
ん
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

繭　
〈
作
り
方
〉

　
①
ジ
ャ
が
イ
モ
は
皮
を
む
い
て
大

　
　
き
め
に
切
り
￥
柔
ら
か
く
ゆ
で

馨魏
　
　
て
熱
い
う
ち
に
つ
ぶ
す
。
タ
マ

　
　
ネ
ギ
は
．
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

　
②
サ
ラ
ダ
油
を
熱
し
て
タ
マ
ネ
ギ

◎撫　
　
を
さ
っ
と
い
た
め
、
ム
ロ
い
挽
き

　
　
肉
を
加
え
て
火
が
通
る
ま
で
い

職
◎
鶴
譲
舅
鍵
蕊

　　⑳　㊤難鞭懸

鯛⑳轍翻

聴
護
壽
嬢
襲
幽

④
エ
ビ
は
殻
を
『
節
残
し
て
む
き
、

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
加
え
￥
粘
り
が
出
懸

腹
側
か
ら
包
丁
を
入
れ
て
開
き
￥
．
働

塩
￥
こ
し
ょ
う
を
し
て
か
ら
小
　
縫

麦
粉
を
ふ
る
。
　
　
　
　
癒

◎
エ
ビ
に
◎
を
の
せ
て
小
麦
粉
￥

溶
き
卵
、
パ
ン
粉
の
順
で
衣
を

付
け
て
揚
げ
る
。

◎
皿
に
盛
り
￥
ミ
ニ
ト
マ
ト
￥
干
㊧
・

切
り
に
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
を
付
け
㊤

　
　
　
　
　
　
　
を
事
　
懸

　
　
　

　
　
ん
円

　
　
さ
4
0

　
欝
宏
邪

夢
，
』
島
㈹

『
藤
大
剛

　
　
（

鶴

このコーナーでは、登場していただく人

募集しています。問い合わせは企画人

課広報広聴係智57－3111内線213へ。

幽嫡幽o懸翻・

O
編
讐
据
盤
之
鞠
灘
癬
霧
霧
之
乏
O
懸
亀
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じようずに

描けたね47
⑯高山保育所

水落　　奏くん

　　　（5歳）

　　保育所の庭で￥トモヒロくんと

　ヒカルくんと一緒にソリすべりを

　したんだよ。真ん中が僕だよ。天

　気もいいし￥気持ちよかったんだ。

　
　
　
　
　
灘

　
　
皿
灘

　
節
分
に
赤
お
に
￥
青
お
に
が
来
た
の
。

だ
っ
こ
し
て
も
ら
っ
た
の
。
で
も
少
し

こ
わ
か
っ
た
わ
。
駅
通
り
の
お
じ
さ
ん

あ
り
が
と
う
。
来
年
も
ま
た
釆
て
ね
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
騒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
の
子
供
は
3
人
と
も
女
の
子
、
婿
さ
ん
は
絶
対
条
件
で
し
た
。
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
供
が
で
き
る
ま
で
は
別
居
で
も
と
も
考
え
て
い
た
ん
で
す
が
、
吉
徳
く

本気の本音
⑲ら墜●㊨か幽へ

ん
の
お
父
さ
ん
が
「
最
初
か
ら
家
に
」
と
言
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
。

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

麗　
　
　
　
結
婚
は
決
め
て
い
た
ん
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ゅ
う
ち
ょ

　
　
　
が
、
婿
に
入
る
こ
と
に
躊
躇
が

な
か
っ
た
と
言
え
ば
う
そ
に
な
り
ま
す
。

親
・
家
・
地
域
に
馴
染
め
る
か
不
安
は
あ
り

ま
し
た
。
婿
入
り
し
て
7
年
、
農
作
業
で
父
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、

地
域
へ
の
浸
透
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
団
活
動
な
ど
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
父
か
ら
は
長
生
き
し
て
も
ら
い
、
も
っ
と
も

つ
と
家
や
地
域
の
こ
と
な
ど
を
教
え
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
抹
の
不
安
を
覚
え
な
が
ら
2
5
歳
で
婿
入
り
し
た
古
澤
吉
徳
さ
ん
、
そ
し
て
吉
徳
さ
ん
を
温
か
く

見
守
る
舅
の
貞
男
さ
ん
親
子
（
北
鐙
坂
3
）
で
す
。

　　　　問い合わせは企画人事課広報広聴係費57－3111内線213へ。　　　　　　3　　　　　　　　　　　　　　　霧li1　　　　　　　聡
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璽

　
私
は
4
人
兄
弟
の
末
っ
子
と
し
て

田
中
町
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
十
日
町

尋
常
高
等
小
学
校
及
び
高
等
科
を
卒

業
し
、
長
岡
市
の
与
板
屋
呉
服
店
に

就
職
し
ま
し
た
。
こ
こ
を
か
わ
き
り

に
、
私
の
半
生
は
織
物
産
業
と
と
も

に
歩
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
昭
和
7
年
に
十
日
町
に
戻
り
織
物

同
業
組
合
に
就
職
。
そ
の
後
1
0
年
に

は
織
物
工
業
協
同
組
合
（
以
下
「
織

組
」
）
が
設
立
さ
れ
、
組
織
再
編
に
よ

り
私
も
職
場
を
移
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
織
組
が
発
足
し
て
2
年
後

に
は
日
支
事
変
が
勃
発
。
こ
れ
を
境

に
世
の
中
は
統
制
経
済
へ
と
押
し
流

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
無
論
繊
維
産

業
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
時
代
、
私
は
2
5
歳
で
統
制
課
長
に

就
任
し
ま
し
た
。
当
時
は
生
糸
も
割

当
制
と
な
り
、
切
符
で
買
う
仕
組
み

で
し
た
。
製
品
に
規
格
が
決
め
ら
れ

価
格
も
統
制
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

庭野周作さん
（田中町中）82歳

このコーナーでは、登場していただく人を募集

しています。問い合わせは企画人事課広報広

聴係盈57－3111内線213へ。

す
。
ヤ
ミ
で
生
糸
を
手
に
入
れ
た
者

は
経
済
警
察
が
検
挙
す
る
と
い
う
ほ

ど
で
し
た
。
無
論
ぜ
い
た
く
品
は
作

れ
ず
、
技
術
保
存
と
い
う
名
目
で
細
々

と
伝
統
を
守
り
続
け
た
も
の
で
す
。

そ
の
後
も
事
態
は
ま
す
ま
す
悪
化
、

18

年
こ
ろ
か
ら
鉄
不
足
に
よ
り
織
機

の
供
出
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
年

は
私
に
も
招
集
令
状
が
下
り
新
発
田

連
隊
に
入
隊
し
、
4
年
間
を
中
部
支

那
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　
復
員
後
目
に
し
た
故
郷
の
織
物
産

業
は
ま
さ
に
壊
滅
状
況
で
し
た
。
2
5

年
の
ド
ッ
ジ
ラ
イ
ン
に
よ
り
税
制
の

大
幅
変
更
と
統
制
撤
廃
が
実
施
さ
れ

た
こ
と
を
機
会
に
復
興
が
始
ま
り
ま

し
た
。
青
色
申
告
の
指
導
に
市
内
を

か
け
回
っ
た
思
い
出
も
あ
り
ま
す
。

自
分
の
職
責
を
通
じ
、
産
地
の
た
め

に
成
す
べ
き
こ
と
は
成
し
遂
げ
た
と

自
負
し
て
い
ま
す
。
織
物
産
業
は
今

も
厳
し
い
時
代
で
す
が
、
技
術
を
活

か
し
、
時
代
の
要
請
に
応
え
、
一
致

団
結
し
て
産
地
の
復
興
に
尽
力
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

平成10年3月10日号7



灘

スポツト

馨
灘

叢

ゆるやかな

生涯学習社会への移行

　
昨
年
4
月
か
ら
先
進
地
視
察
、
検
討
小
委
員
会
、
全

体
会
議
な
ど
で
審
議
さ
れ
て
き
た
「
十
日
町
市
に
ふ
さ

わ
し
い
生
涯
学
習
体
制
の
確
立
」
に
つ
い
て
の
答
申
が

2
月
1
8
日
㈱
、
滝
沢
栄
輔
社
会
教
育
委
員
長
か
ら
生
越

教
育
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
答
申
書
は
A
4
判
約
3
0
ぺ
ー
ジ
に
わ
た
る
も
の
で
、

①
生
涯
学
習
社
会
に
向
け
て
②
当
面
の
行
政
課
題
③
生

涯
学
習
社
会
へ
の
移
行
課
題
④
生
涯
学
習
社
会
へ
の
移

行
の
手
順
と
ス
ピ
ー
ド
と
い
う
4
章
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
1
年
間
の
準
備
期
間
と
3
年
間
の
整
備

期
間
で
生
涯
学
習
の
た
め
の
環
境
を
整
え
、
5
年
後
の

十
日
町
市
長
期
発
展
計
画
（
後
期
）
に
合
わ
せ
て
本
格

実
施
に
移
行
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
北
本
市
（
埼
玉
県
）
・
十
日
町
市
災
害
時
相
互
応
援
協

　
　
望
定
書
調
印
式
が
2
月
2
4
日
㈹
・
新
井
北
杢
巾
長
が
来
市

器
し
行
わ
れ
ま
し
た
．
こ
の
締
結
に
よ
蓄
の
聴

樋
嬬
叢
謹
雛
厨
翻
騰
欝
蠣
謡
甥
翫

ど
の
町
村
と
な
り
ま
し
た
．

繊
年
協
定
内
容
は
既
締
結
市
町
村
と
同
様
の
、
災
害
時
の

キ
少
行
敏
事
務
へ
の
対
応
、
救
援
物
資
の
調
達
．
輸
送
．
配

ス
青
給
児
童
．
生
徒
の
一
時
入
学
受
入
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
　
　
　
ア
の
あ
っ
せ
ん
な
ど
で
す
。
ま
た
協
定
締
結
後
、
両
市

　
　
　
　
長
は
「
こ
の
機
会
に
災
害
時
だ
け
で
な
く
、
ス
キ
ー
な

　
　
　
　
ど
を
通
じ
て
青
少
年
の
交
流
な
ど
を
行
い
た
い
」
と
あ

　
　
　
　
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

、

⊂か¢5．
！、川西高校英語指導助手。

ルニア州サンディエゴ出身。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十日町総合高校、川西高校英語指導助手。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アメリカカリフォルニア州サンディエゴ出身。
　　　　　　　　　　　　　　　　ブフーノレ・ロメロ

　　　　First，l　want　to　say　congratulations　to　a”my　third　　最初に、卒業したばかりの3年生のみんな、おめでとう。

yearstudentswhojustgraduated」amveryproudofyou　みんなを誇りに思います。これからの将来がすばらしいも

aII，and　l　wishyouthe　best　of　Iuck　in　thefuture！　　　　のでありますように祈っています！

　もう冬も終わりが近く、皆さん喜んでいることと思いま

すが、僕は悲しいです。もっとスノーボードをやりたいか

らです。

　今、漢字と日本語の読みがうまくなりたくて練習してい

ます。もし、古いものや面白いマンガ、子供の本など、役

立ちそうなものがあったら総合高校にお持ちください。よ

ろしくお願いします。

　　　　Winterisalm・st・ver」amsurethatm・stever勢

one　is　happy，but　l　am　sad．l　want　to　snowboard　for　much

longer．

　　　　l　am　currently　trying　to　improve　my　reading　Kanji

and　Japnese．If　anyone　has　old　and　interesting　comics　or

childrens　books　that　can　help，please　bring　them　to　Sogo

koko．Thankyou！
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岬

騨邑蔚愚一舗

嚢

叢

物静かにほほえみ

優しく語りかける作品群

』
繕
、
鑛
　
　
　
集
疑

　
2
月
2
5
日
㈱
か
ら
3
月
3
日
㈹
ま
で
十
日
町
市
公
民

館
で
「
十
日
町
彫
刻
会
展
」
が
開
か
れ
、
大
勢
の
皆
さ

ん
が
9
人
の
作
者
の
1
3
作
品
を
観
賞
し
ま
し
た
。
同
会

は
全
国
的
に
活
躍
す
る
彫
刻
家
・
藤
巻
秀
正
先
生
（
住

吉
町
）
の
ア
ト
リ
エ
に
、
先
生
を
慕
い
彫
刻
に
興
味
を

も
っ
て
集
ま
っ
た
人
た
ち
が
平
成
6
年
9
月
に
結
成
し

ま
し
た
。
現
在
は
中
条
小
学
校
前
に
あ
る
会
員
の
ア
ト

リ
エ
を
拠
点
に
制
作
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
の
展
覧
会
は
、
会
員
の
こ
れ
ま
で
の
作
品
の
中

か
ら
作
者
自
身
が
選
ん
だ
も
の
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
彫
刻
に
興
味
が
あ
り
一
度
作
っ
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
’

る
人
は
、
ぜ
ひ
連
絡
（
田
村
盈
5
7
－
0
2
0
9
）
を
く

だ
さ
い
」
・
二
り
．
甲
ヒ
。
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
動
毎
週
金
曜
日
の
午
後
、
市
博
物
館
に
集
ま
っ
て
ア
ン

　
　
活
ギ
ン
を
伝
承
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
手
．
越
後

　
　
な
ア
ン
ギ
ン
伝
承
会
と
名
付
け
て
、
ひ
た
む
き
な
活
動
を

　
　
重
続
け
て
5
年
を
迎
え
ま
し
た
．
編
布
（
ア
ン
ギ
ン
）
は
、

蔽
貴
き
も
の
の
源
流
で
も
あ
－
縄
文
人
の
衣
服
の
中
枢
と
し

、
7
す
て
着
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
．
こ
の
編
布
の

源
残
古
い
技
法
を
現
代
に
伝
え
る
ア
ン
ギ
ン
製
品
が
保
存
さ

の
二

　
　
こ
れ
て
い
る
の
は
、
全
国
的
に
み
て
も
雪
深
い
十
日
町
地

紛
来
方
だ
け
で
・
大
変
貴
妻
資
料
と
し
て
大
半
が
重
著

き
将
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
・

　
　
　
　
　
こ
の
日
（
3
月
6
日
）
も
、
ケ
タ
と
コ
モ
ヅ
チ
を
使

　
　
　
　
っ
て
タ
テ
糸
で
ヨ
コ
糸
を
か
ら
ま
せ
な
が
ら
、
数
千
年

　
　
　
　
前
の
技
法
を
将
来
に
伝
え
よ
う
と
懸
命
で
し
た
。

菱
き
嚢
多
き

難

鱒
々楓1

－
礁
灘

　　　　羅

問
健
健
費

●

『
う
つ
病
」
っ
て
ど
ん
な
病
気

●
特
徴

　
う
つ
病
は
、
休
み
た
い
の
に
仕
事

が
忙
し
く
て
休
め
な
い
時
や
、
精
神

的
に
疲
れ
て
い
る
時
に
な
り
や
す
い

病
気
で
す
。
「
5
人
に
1
人
が
う
つ
病

に
な
る
」
と
い
わ
れ
、
だ
れ
も
が
な

り
や
す
い
病
気
で
す
。

　
う
つ
病
は
、
働
き
盛
り
の
3
0
歳
か

ら
6
5
歳
ま
で
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

●
症
　
状

①
眠
れ
な
い

　
寝
つ
き
が
悪
か
っ
た
り
、
途
中
で

目
が
覚
め
た
り
、
眠
り
が
浅
く
な
り

ま
す
。

②
食
事
が
お
い
し
く
な
い
・
食
欲
が

な
い

　
今
ま
で
お
い
し
く
食
べ
て
い
た
も

の
が
、
お
い
し
く
感
じ
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

③
楽
し
く
な
い

　
今
ま
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
こ

と
が
、
楽
し
く
感
じ
ら
れ
な
く
な
り
，

ま
す
。

④
や
る
気
が
な
く
な
る

　
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
が
、
（
例

え
ば
、
仕
事
・
趣
味
な
ど
）
や
り
た

く
な
く
な
り
ま
す
。

　
4
つ
の
症
状
が
1
週
問
以
上
続
く

と
『
う
つ
病
』
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
う
つ
病
は
、
そ
れ
と
気
づ
か
ず
無

理
を
続
け
る
と
、
症
状
が
長
期
に
お

よ
ん
だ
り
、
自
殺
に
結
び
つ
き
や
す

い
こ
と
が
問
題
で
す
。
平
成
7
年
度

の
自
殺
者
は
、
人
ロ
ー
0
万
人
当
た
り
、

全
国
が
1
7
・
2
人
に
対
し
て
、
十
日

町
市
で
は
4
6
人
と
か
な
り
高
く
、
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
殺
者

は
、
病
気
を
苦
に
し
た
も
の
と
、
生

き
が
い
を
な
く
し
精
神
的
に
孤
立
し

た
二
世
代
・
三
世
代
家
族
で
配
偶
者

の
い
な
い
お
年
寄
り
に
み
ら
れ
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
、
う
つ
病
状
態
に
な

っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
ど
う
し
た
ら
い
い
の

　
『
う
つ
病
』
が
考
え
ら
れ
た
ら
、

家
族
や
周
り
の
励
ま
し
は
、
更
に
気

分
を
落
ち
込
ま
せ
る
結
果
に
な
り
ま

す
。
と
に
か
く
休
ま
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
早
期
受
診
・
早
期
治
療
（
適
度
な

休
養
と
内
服
治
療
）
で
8
0
％
か
ら
9
0

％
の
人
が
治
り
ま
す
。
心
の
専
門
病

院
で
あ
る
精
神
科
で
の
受
診
を
お
勧

め
し
ま
す
。
ま
た
、
市
で
は
、
十
日

町
保
健
所
と
共
催
で
、
月
に
1
回
、

精
神
科
医
師
に
よ
る
「
心
の
健
康
相

談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
報
と
お

か
ま
ち
に
日
程
を
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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か
け
ま
せ
ん
か

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
・
ら

　
　
　
　
3
月
の
定
期
投
影

雛
日
時
”
3
月
1
5
日
㈲
・
2
2
日
㈲
、
午
前

11
時
か
ら
4
0
分
間
霧
場
所
H
中
里
村
U
モ

ー
ル
雛
入
場
料
H
一
般
“
2
百
円
、
中
学

生
以
下
“
百
円
霧
間
合
せ
”
中
里
村
教
育

委
員
会
（
智
6
3
1
4
4
7
8
）
へ
。
※
冬

の
大
三
角
形
を
は
じ
め
と
す
る
一
等
星
た

ち
の
見
ご
ろ
も
あ
と
わ
ず
か
で
す
。

◆
麻
し
ん
予
防
接
種
の
実
施
時
期
の
変
更

　
毎
年
秋
に
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
春
に
変
更
し

ま
す
。
詳
細
は
、
市
報
と
お
か
ま
ち
3
月

25

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
笏
問
合
せ

目
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
好
園
職
員
募

集
　
笏
募
集
人
員
H
看
護
婦
（
士
）
1
人

笏
受
験
資
格
H
昭
和
2
8
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
看
護
婦
（
士
）
の
免

許
を
有
す
る
人
笏
提
出
書
類
H
①
職
員
採

用
試
験
申
込
書
（
三
好
園
に
あ
り
ま
す
）

②
看
護
婦
（
士
）
免
許
の
写
し
③
返
信
用

封
筒
1
通
（
8
0
円
切
手
を
は
り
、
住
所
、

氏
名
を
記
入
）
笏
受
付
期
問
H
3
月
2
0
日

働
ま
で
（
郵
送
の
場
合
は
3
月
2
0
日
の
消

印
有
効
）
勿
問
合
せ
H
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
三
好
園
（
智
5
6
1
2
1
0
6
）
へ
。

◆
ほ
く
ほ
く
線
な
ん
で
も
案
内
所
職
員
（
パ

ー
ト
）
募
集
　
越
後
妻
有
郷
観
光
協
議
会

で
は
、
ほ
く
ほ
く
線
十
日
町
駅
構
内
に
「
な

ん
で
も
案
内
所
」
を
開
設
し
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
、
案
内
所
職
員
（
パ
ー
ト
）
を
募

集
し
ま
す
。
笏
募
集
人
員
H
2
人
（
隔
日

勤
務
）
笏
受
験
資
格
H
①
高
校
卒
業
以
上

の
学
歴
を
有
す
る
人
で
、
お
お
む
ね
5
5
歳

以
下
の
人
②
ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ
ン
の
で

き
る
人
を
優
先
笏
職
務
内
容
H
ほ
く
ほ
く

線
沿
線
の
観
光
案
内
や
観
光
情
報
の
発
信

笏
勤
務
時
間
”
午
前
9
時
～
午
後
6
時
笏

給
与
H
日
額
7
千
円
笏
採
用
日
H
4
月
1

日
か
ら
（
書
類
選
考
及
び
面
接
で
採
用
を

決
定
）
笏
申
込
み
H
3
月
1
9
日
㈲
ま
で
に

申
込
用
紙
（
事
務
局
に
あ
り
ま
す
）
を
記

入
し
、
越
後
妻
有
郷
観
光
協
議
会
事
務
局

（
西
寺
町
・
商
工
観
光
課
内
智
52
－
5
5

6
9
）
へ
。

◆
に
い
が
た
フ
ェ
ア
運
営
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
第
1
5
回
全
国
都
市
緑
化
に
い
が
た
フ
ェ

ア
実
行
委
員
会
で
は
、
フ
ェ
ア
開
催
期
間

中
、
新
潟
・
新
津
両
会
場
で
案
内
業
務
を

行
う
フ
ロ
ー
ラ
ル
メ
イ
ト
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
、

グ
リ
ー
ン
メ
イ
ト
（
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ

フ
・
情
報
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
）
と
、
ふ

れ
あ
い
メ
イ
ト
（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ

フ
）
を
募
集
し
ま
す
。
笏
応
募
資
格
H
4

月
1
日
現
在
満
1
8
歳
以
上
の
人
（
高
校
生

を
除
く
）
笏
募
集
期
問
目
3
月
2
3
日
㈲

～
5
月
2
0
日
㈱
勿
問
合
せ
H
実
行
委
員
会

事
務
局
内
「
ス
タ
ッ
フ
募
集
係
」
（
智
幡
ー

鰯
ー
2
1
0
0
）
へ
。

寄付ありがとう
　　　2月25日届け出分まで（敬称略）

圏地域福祉事業へ＝丸山工務所社員一一

同（稲葉・50，000円）稲和会（西本町

1・10，000円）宮下青年会（宮下町・

9，604円）

囹社会福祉事業へ＝本町2丁目町内会

　（14，711円）老人クラブ山本同仁会

　（10，000円）匿名（10，000円）

囹羽根川荘へ二中条会（6，600円）仲好

会（5，100円）上原老人クラブ（900円）

幽平成園へ二山田欽也（加賀糸屋町・

レーザーディスク300枚ケース付）

囹市内小学校へ＝働十日町地区交通安

全協会（新1年生用交通安全ランドセ

ルカバー403枚）

囹交通遺児等援助基金へ＝㈲引間建材

（水沢3・64，022円）

囹公民館図書室へ＝藤木美幸（河内町）

岩田重信（上町）阿部政子（上町）田

村シゲ（中条旭町）

囹情報館建設準備室へ＝あてまインタ

ーネット研究協議会（珠川）中条中学

校（中条旭町）萌気会（大和町）城内

中学校（六日町）上越国際スキー場（塩

沢町）湯沢高等学校（湯沢町）

囹博物館へ＝樋ロタカ（宮下町西）重

野桂二（稲荷町3）井口敬子（伊達3）

斎木実（落之水）小川信一（四日町2）

庭野正芳（五軒新田）岩田重信（上町）

池田清（焼野）中央印刷所山内商店（本

町3）

◆
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
の
申
請
は
3
月

25

日
㈱
ま
で
に
　
給
付
金
の
内
容
及
び
申

請
方
法
は
、
市
報
2
月
2
5
日
号
で
お
知
ら

せ
し
た
と
お
り
で
す
。
受
給
で
き
る
と
思

わ
れ
る
人
で
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人
は

早
目
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
勿
問
合
せ

H
健
康
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
へ
。

◆
原
動
機
付
自
転
車
等
を
お
持
ち
で
転
出

さ
れ
る
人
は
届
出
を
　
原
動
機
付
自
転

車
・
小
型
特
殊
自
動
車
及
び
軽
自
動
車
等

を
お
持
ち
で
十
日
町
市
か
ら
転
出
さ
れ
る

人
は
、
廃
車
及
び
住
所
変
更
等
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
笏
届
出
先
H
①
原
動

機
付
自
転
車
（
1
2
5
㏄
以
下
）
、
小
型
特

殊
自
動
車
（
農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
等
）
は
市

税
務
課
資
産
税
係
②
軽
四
輪
は
管
轄
の
軽

自
動
車
検
査
協
会
③
軽
二
輪
（
1
2
5
㏄

～
2
5
0
㏄
以
下
）
、
小
型
二
輪
（
2
5
0

㏄
以
上
）
は
管
轄
の
自
動
車
検
査
登
録
事

務
所
ま
た
は
陸
運
支
局
※
軽
四
輪
、
軽
二

輪
に
つ
い
て
は
購
入
店
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
笏
問
合
せ
H
税
務
課
資
産
税
係
へ
。

◆
小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
、

コ
ン
バ
イ
ン
等
）
を
お
持
ち
の
人
は
届
出

を
　
小
型
特
殊
自
動
車
は
、
軽
自
動
車
税

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
小
型
特
殊
自
動
車

を
お
持
ち
で
軽
自
動
車
税
の
申
告
が
済
ん

で
い
な
い
人
は
、
申
告
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
笏
受
付
期
問
H
3
月
1
6
日
㈲
～

27

日
働
笏
申
請
に
必
要
な
物
”
①
印
鑑

（
代
理
の
場
合
は
、
代
理
人
の
印
鑑
も
必

要
）
②
最
高
速
度
が
分
か
る
書
類
笏
該
当

す
る
車
H
農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
、
耕
う
ん
機

（
農
用
ト
レ
ー
ラ
ー
を
有
す
る
も
の
）
、
コ

ン
バ
イ
ン
で
最
高
速
度
3
5
㎞
／
h
未
満
の

も
の
笏
問
合
せ
H
税
務
課
資
産
税
係
へ
。

◆
1
0
年
度
各
種
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習

会
　
笏
講
習
会
名
H
①
車
両
系
建
設
機
械

運
転
技
能
講
習
②
高
所
作
業
車
運
転
技
能

講
習
③
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能

講
習
④
不
整
地
運
搬
車
運
転
技
能
講
習
笏

会
場
H
サ
ン
・
ロ
ー
ラ
川
口
笏
問
合
せ
H

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
新
潟
県
支
部

長
岡
駐
在
室
（
智
0
2
5
8
－
3
7
－
0
0

6
3
）
へ
。

◆
第
伍
回
全
国
都
市
緑
化
に
い
が
た
フ
ェ

ア
「
ポ
ス
タ
ー
イ
ラ
ス
ト
大
募
集
」

笏
募
集
期
間
H
5
月
1
1
日
㈲
ま
で
（
当
日

消
印
有
効
）
傷
賞
H
最
優
秀
賞
（
1
点
髄

賞
金
5
0
万
円
）
優
秀
賞
（
1
点
“
賞
金
5

万
円
）
入
選
（
1
0
点
”
記
念
品
）
ほ
か
笏

問
合
せ
H
第
1
5
回
全
国
都
市
緑
化
に
い
が

た
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
事
務
局
ポ
ス
タ
ー

応
募
係
（
暦
伽
ー
旛
1
5
5
1
1
・
内
線

3
3
5
3
）
た
だ
し
、
3
月
2
3
日
以
降
は

　
（
費
幡
ー
鰯
1
2
1
0
0
）
へ
。

◆
ク
ロ
ス
ー
0
の
臨
時
休
店

　
ク
ロ
ス
ー
0
で
は
、
期
末
棚
卸
し
の
た
め

3
月
2
6
日
㈲
、
物
産
ホ
ー
ル
と
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
を
休
店
し
ま
す
。
笏
問
合
せ
H
ク
ロ

ス
ー
0
（
暦
5
7
－
2
3
2
3
）
へ
。

◆
2
月
21
日
の
地
震
の
震
度
発
表
に
つ
い

て
　
市
に
は
県
が
設
置
し
て
い
る
震
度
計

が
あ
り
、
そ
の
デ
ー
タ
が
気
象
庁
に
送
信

さ
れ
、
震
度
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

2
月
2
1
日
の
地
震
で
は
、
十
日
町
市
の
震

度
が
発
表
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
幸
い
大
き
な
被
害
報
告
は
あ
り
ま
せ
ん

70



で
し
た
が
、
何
ら
か
の
シ
ス
テ
ム
上
の
ト

ラ
ブ
ル
で
、
気
象
庁
が
必
要
と
し
て
い
る

情
報
が
送
信
さ
れ
ず
、
発
表
さ
れ
な
か
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
で
は

気
象
庁
と
詳
細
な
原
因
に
つ
い
て
調
査
中

で
、
早
急
に
改
善
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

◆
第
4
9
回
雪
ま
つ
り
「
雪
だ
る
ま
大
作
戦
」

抽
選
会
当
選
者
（
敬
称
略
）
▼
ー
等
〈
カ

シ
オ
G
シ
ョ
ッ
ク
〉
小
海
作
治
（
原
）
高

橋
正
則
（
千
代
田
町
）
▼
2
等
〈
携
帯
電

話
〉
㈱
大
光
銀
行
十
日
町
支
店
（
高
田
町

1
）
山
本
国
雄
（
尾
崎
）
岡
村
靖
男
（
関

根
2
）
洗
心
会
（
加
賀
糸
屋
町
）
水
落
修

（
下
条
2
）
▼
3
等
〈
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ

ラ
〉
カ
ッ
ト
サ
ロ
ン
2
0
1
1
（
本
町
2
）

魚
沼
ブ
ラ
ザ
ー
（
駅
通
り
）
山
田
良
作
（
下

山
）
▼
4
等
〈
C
D
券
・
3
千
円
〉
小
杉

俊
輔
（
西
本
町
2
）
小
宮
山
清
一
郎
（
漉

野
）
生
越
伸
一
（
原
）
山
田
力
三
（
本
町

7
－
2
）
西
野
政
男
（
島
）
▼
5
等
〈
リ

ズ
ム
目
覚
し
時
計
〉
斎
木
和
幸
（
南
鐙
坂
）

庭
野
正
雄
（
江
道
）
福
原
秀
次
（
本
町
東

1
）
山
田
慎
一
（
下
山
）
庭
野
忠
郎
（
赤

倉
）
村
山
利
雄
（
伊
達
4
）
村
山
正
勝
（
駅

通
り
）
水
落
吉
一
（
漉
野
）
小
宮
山
久
吉

（
塚
田
）
県
信
用
組
合
十
日
町
支
店
（
本

町
2
）

◆
4
月
1
日
か
ら
登
記
手
数
料
を
改
定

　手数料額
①1通　1，000円

②1通　　500円
③1登記用紙

　　（事件）500円
④1登記記録

　　　　　500円
⑤1筆（個）500円
、⑥1枚　　500円

⑦1件　　500円

⑧1件　　500円

　　　　　聯　　講　　内　　容

①登記簿の騰本・抄本、登記事項証明書（10
　枚まで。1通の枚数が10枚を超える場合は、超

　える枚数5枚ごとに200円加算されます）
②商号・未成年・後見人・支配人登記簿の騰本・抄本

③登記簿等の閲覧

④登記事項要約書（1通の枚数が5枚を超える場合

　は、超える枚数5枚ごとに100円加算されます）

⑤地図又は建物所在図の全部又は一部の写し

⑥地図・地図に準ずる図面（公図）又は建物

　所在図の閲覧
⑦登記事項に変更がないこと、ある事項の登

　記がないことの証明
⑧印鑑の証明書

笏
問
合
せ
”
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
出

張
所
（
暦
52

－
2
5
7
5
）
へ
。

◆
市
指
定
ご
み
袋
の
価
格
変
更
　
4
月
1

日
か
ら
指
定
ご
み
袋
の
㈹
が
4
8
0
円
と

5
円
安
く
な
り
ま
す
。
（
㈲
・
㈲
は
変
更
あ

り
ま
せ
ん
）
笏
問
合
せ
H
十
日
町
市
川
西

町
衛
生
施
設
組
合
（
智
5
7
1
1
7
5
1
）

ま
た
は
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係
へ
。

◆
南
中
学
校
実
践
記
録
写
真
集
「
南
の
森
」

販
売
し
て
い
ま
す
　
い
の
ち
の
つ
な
が
り

を
活
か
す
教
育
、
生
徒
と
教
師
と
親
と
で

作
っ
た
「
南
の
森
」
の
実
践
記
録
写
真
集

で
す
。
笏
問
合
せ
”
南
中
学
校
（
盈
5

2
1

2
5
7
7
）
へ
。

融

加
し
ま
せ
ん
か

3
月
の
え
邸
ろ
ん

　
　
　
　
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

霧
日
時
H
3
月
2
4
日
㈹
午
前
1
0
時
3
0
分
～

午
後
1
時
3
0
分
霧
場
所
H
東
北
電
力
㈱
十

日
町
営
業
所
笏
内
容
H
洋
風
お
も
て
な
し

料
理
霧
参
加
費
0
5
百
円
笏
定
員
H
1
8
人

（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
雛
申
込

み
“
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
（
實
52

1
3
1
0
7
）
へ
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ゆずります

ゆずってください
＊消費者協会（市民生活課生活環境係）へ

晶　　　　名 規　格 希望価格

工膨タ　昼一ン ヤマパME－55 4万円
玉陰塗欝一一ン ヤマパME－55 3万円
嚢 裳慰　ッ　欝 2人掛け 相談で

ガ ス　　　釜 リンナイ7合炊き ／ノ

コンプt勲銘献一 イワタ182動力 ／／

卿瞳灘甥タス譲一一式 スキー170cm
くつ23．5cm

／／

ダ饗繋殉縢添饗謝憐 三菱RVR純正4本 5万円
撰 一　訟　機 プレイステーション 5千円
学 習　　机 ピンク色調節可能

女の子用小～中 無　料

羨臼本颪科事典 ジャポニカ23巻 ノノ

撲霧義颪科事典 33巻世界地図・
日本地図付き 相談で

フ瀦》膨一翁一鯵墓i〉 水冷式大・小 無
，

料

婁眼磨潔麹講騨 ノ／

お駕、灘融覇 おん、3ミ専用 相談で

騨誘誘幡う調
豆をひいたり、粉をひい

たりできる手動のもの 3千円位

除　　　雲 機 3万円以内

簡易戴ス奮ッ霞撫灘 壁掛け式 無　料

謙勝惑が鰻健康器 千円

楠
つ 講 もちつき用 相談で

溌一ブ辮嫡醗灘弊 6人掛け用 1万5千円以内

赫ウ歩スー’鍵 無　料

テ　薩　総　罪戴 14型 1万～1万5千円

ビ　　　灘 鱗 相談で

パ　　ソ　　露 ン
ノート型、デスクトップ型

どちらでもよい
／／

パ　　ソ　　籔 》 NEC98ノート 2万円位

チャイ幾欝シート 3千円

箋　ユ玲蔵庫 80～1202 7千円
ベ　ビ　ー　カ 一 B型 無　料

へ

大
好
き
十
日
町
会

上
野
公
園
花
見
ツ
ア
ー

雛
日
時
H
4
月
5
日
㈲
午
前
7
時
3
0
分
市

役
所
前
発
（
7
時
集
合
）
霧
場
所
U
上
野

公
園
花
見
広
場
霧
参
加
費
H
バ
ス
利
用
の

人
”
大
人
8
千
円
、
子
供
4
千
円
、
幼
児

2
千
円
、
現
地
集
合
の
人
H
大
人
4
千
円
、

子
供
2
千
円
、
幼
児
千
円
笏
申
込
み
目
3

月
2
7
日
働
ま
で
に
大
好
き
十
日
町
会
事
務

局
（
商
工
観
光
課
内
盈
5
2
1
5
5
6
9
）

へ
。

　
新
潟
県
は
ス
キ
ー
王
国
。
そ
の
中
で
も

と
り
わ
け
十
日
町
市
の
選
手
は
、
毎
年
全

国
大
会
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
各
種
全
国
大
会
で
入
賞
を
果
た

し
た
選
手
た
ち
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

■
第
3
5
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

　
（
1
月
31
日
～
2
月
3
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
城
県
鳴
子
町
）

▼
男
子
1
0
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル

　
4
位
　
野
上
幸
寿
（
吉
田
中
）

　
※
野
上
幸
寿
選
手
は
、
優
勝
し
た
新
潟

　
　
県
リ
レ
ー
メ
ン
バ
ー
の
第
2
走
と
し

　
　
て
も
活
躍
し
ま
し
た
。

　
9
位
　
斉
藤
雅
哉
（
吉
田
中
）

▼
女
子
　
回
転

　
7
位
　
児
玉
清
美
（
吉
田
中
）

■
第
4
7
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

　
（
1
月
31
日
～
2
月
4
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
海
道
札
幌
市
）

▼
男
子
　
4
×
1
0
㎞
リ
レ
ー

　
1
0
位
　
十
日
町
総
合
高
校
（
井
上
吉
典
、

　
　
高
橋
渉
、
斉
木
卓
史
、
片
桐
康
太
）

▼
女
子
回
転

　
5
位
　
児
玉
春
美
（
八
海
高
校
）

▼
女
子
1
0
㎞
フ
リ
ー

10
位
　
庭
野
環
（
十
日
町
総
合
高
校
）

▼
女
子
　
3
×
5
㎞
リ
レ
ー

　
8
位
　
十
日
町
総
合
高
校
（
庭
野
環
、

　
　
山
崎
恵
利
香
、
高
橋
佳
代
）

■
第
5
3
回
国
民
体
育
大
会

　
　
　
　
　
　
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

　
（
2
月
2
5
日
～
2
8
日
　
岩
手
県
安
代
町
）

▼
少
年
女
子
5
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル

　
4
位
徳
永
郁
美
（
十
日
町
高
校
）

　
※
新
潟
県
選
抜
チ
ー
ム
と
し
て
は
7
年

　
　
振
り
に
優
勝
を
果
た
し
た
少
年
男
子

　
　
リ
レ
ー
（
4
×
1
0
㎞
）
の
ア
ン
カ
ー

　
　
と
し
て
、
斉
木
卓
史
（
十
日
町
総
合

　
　
高
校
）
選
手
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。

■
第
1
0
回
全
国
高
等
学
校
選
抜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
キ
ー
大
会

　
（
3
月
2
日
～
4
日
岐
阜
県
朝
日
村
）

▼
男
子
隠
㎞
フ
リ
ー

　
6
位
　
斉
木
卓
史
（
十
日
町
総
合
高
校
）

▼
女
子
5
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル

　
ー
位
　
徳
永
郁
美
（
十
日
町
高
校
）

4
位
　
庭
野
環
（
十
日
町
総
合
高
校
）

▼
女
子
円
㎞
フ
リ
ー

3
位
　
徳
永
郁
美
（
十
日
町
高
校
）

6
位
　
庭
野
　
環
（
十
日
町
総
合
高
校
）
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1
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轟
覇

：諺究，　曝戯

十
日
町
市
史
を
読
む
⑫

彦

古
代
の
ム
鎌

　妻慧嚢

鐵
難
蝋

　
今
か
ら
お
よ
そ
一
一
〇
〇
年
前
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
わ
た

平
安
時
代
の
前
期
に
、
中
条
八
幡
の

上
之
島
神
社
の
前
に
小
さ
な
ム
ラ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゃ
ば
た

営
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
「
社
畑
」
と
呼

ば
れ
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
か
ら
、
社

畑
ム
ラ
と
名
付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
社
畑
ム
ラ
は
、
下
大
井
田
川
の
ほ

と
り
に
あ
り
、
ム
ラ
の
前
に
は
「
善

光
寺
街
道
」
が
通
っ
て
い
ま
す
。

　
住
ま
い
は
、
古
墳
時
代
や
奈
良
時

代
と
同
じ
、
地
面
を
掘
り
く
ぼ
め
た

五
材
ほ
ど
の
正
方
形
の
堅
穴
式
の
住

ま
い
で
、
南
側
の
壁
際
に
カ
マ
ド
が

鍵灘懸懸

黙

講
．

轟

10cm0

社畑遺跡出土の硯（左）と墨書土器（右）

つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
え
　
き

　
生
活
用
具
と
し
て
は
、
須
恵
器
の

つ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
じ
　
き
　
　
わ
ん
　
　
か
め

圷
や
圷
の
ふ
た
、
土
師
器
の
碗
や
甕

な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。

　
注
目
さ
れ
る
も
の
は
、
県
内
で
も

　
　
　
　
　
　
　
え
ん
め
ん
け
ん

出
土
例
の
ま
れ
な
円
面
硯
と
呼
ば
れ

す
ず
り

る
硯
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
硯

は
、
直
径
八
穆
、
高
さ
六
穆
。
脚
部

に
十
字
型
の
す
か
し
窓
が
あ
り
ま
す
。

　
平
安
時
代
に
は
、
国
・
郡
・
郷
と

い
う
地
方
行
政
組
織
が
整
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
当
市
域
の
付
近
は
、
越

　
　
　
　
　
な
　
か
ご
う

後
国
魚
沼
郡
那
珂
郷
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

　
硯
の
出
土
は
、
社
畑
ム
ラ
に
古
代

の
行
政
機
関
か
初
期
荘
園
の
管
理
・

経
営
な
ど
に
あ
た
る
何
ら
か
の
施
設

が
置
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

推
定
さ
れ
ま
す
。

　
硯
が
あ
れ
ば
、
文
字
を
書
い
た
遺

物
も
発
見
さ
れ
ま
す
。
文
字
を
書
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
く
し
ょ
ど
　
き

た
須
恵
器
や
土
師
器
は
、
墨
書
土
器

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
な
ぎ
だ

　
社
畑
遺
跡
だ
け
で
な
く
、
柳
田
遺

跡
（
新
宮
）
か
ら
は
、
「
石
井
」
「
宮

女
（
ま
た
は
官
女
）
」
な
ど
と
記
さ
れ

た
土
器
や
硯
に
転
用
さ
れ
た
皿
な
ど

が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
通
史
編
1
　
古
代
の
妻
有
）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　春が近くなると、日中は積もった雪の表面が解けますが、夜になると　：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3気温が下がり水を含んだ雪が固く凍ります。翌朝、もぐらなくなった雪：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3の上を歩いてみるとおもしろいことがいっぱいです。　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　しみわたりをしながら周りをよく見ると、ヨロヨロと進むタヌキの脚1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3跡や写真のようなウサギの脚跡、動物の顔に見える植物の葉痕などおも：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：しろいものが観られます。写真上はウサギが歩いているとき、写真下は：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3ウサギが跳んでいるときの脚跡です。ウサギが走っているときや歩いて：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・いるときのようすを思い浮かべてみてください。ウサギは走るとき後脚1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3を前脚より前に出しながら跳ぶようすがよく分かります。　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　夏は植物が茂りウサギやタヌキなどを見ることは少ないですが、冬に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3なると意外とその脚跡の多さに驚かされます。　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

十目町市民の動き

（2月末日現在）

44，916人（前目比＋3）

22，074人（ノソ　＋9）

22，842人（〃　一6）

（前月比十1）12，940

■人ロ

　男
　女
■世帯数

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
　
編
・
集
・
室

　
2
・
3
ぺ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
市

内
全
域
で
組
織
す
る
十
日
町
市
防
犯
協
会

が
発
足
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
を
健
康
で
明

る
く
「
十
日
町
っ
子
」
ら
し
く
育
て
て
い
く

た
め
に
は
地
域
に
住
む
大
人
た
ち
の
受
け
皿

が
大
切
で
あ
る
、
と
い
う
強
い
認
識
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
、
身
近
な
子
供
た
ち
に

接
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
私
自
身
に
当
て
は

め
る
と
、
町
内
に
何
人
の
子
供
た
ち
が
い
る

の
か
も
分
か
ら
な
い
状
態
で
す
。
娘
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
遊
び
、
ま
た
町
内
行
事
に
参
加

し
て
い
た
こ
ろ
は
一
緒
に
出
て
、
人
様
の
子

供
た
ち
に
も
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
中
・

高
校
生
と
大
人
び
る
に
つ
れ
て
私
の
関
わ
り

も
薄
く
な
っ
で
き
ま
し
た
。
「
自
分
の
子
供
を

良
く
す
る
に
は
隣
近
所
の
子
供
を
良
く
す

る
。
隣
近
所
の
子
供
を
良
く
す
る
に
は
地
域

を
良
く
す
る
」
。
長
年
、
中
条
地
区
の
防
犯
活

動
に
関
わ
っ
て
き
た
樋
口
熊
蔵
さ
ん
の
言
葉

を
聞
き
、
反
省
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

継
続
し
た
活
動
が
健
全
育
成
の
み
な
ら
ず
、

進
学
や
就
職
等
で
一
時
外
に
出
た
時
に
も
、

気
遅
れ
せ
ず
、
ま
た
地
域
を
思
い
な
が
ら
生

活
す
る
子
供
た
ち
に
育
て
上
げ
る
基
本
に
な

る
と
考
え
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧
）
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